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２）ASCE: ASCE-JSCE Tohoku Tsunami Reconnaissance Team Re-
port, 2011.
３）東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ：調査結果，
http://www.coastal.jp/ttjt/．
歴史的検討とともに津波の予測シミュレーション
の波源モデルを修正して，来襲する津波の予想波
高をより高く設定しなおす必要がある．歴史的な
記述が残されていない地域では，ボーリング調査
により，過去の津波の陸上への氾濫によってもた
らされた砂泥の層を発見し，津波の歴史を再構築
する必要がある．
一方で，今回の津波では，防波堤，防潮堤など
の構造物のみで人命を守ることは困難であること
がはっきりしたため，市町村レベルでの避難計画
の修正というソフト面での対策を直ちに行う必要
がある．これまで身近の避難できる場所として一
般的に「鉄筋コンクリート造建物の３階以上」と
考えられていたものを，今回の被災を踏まえて，
地域によって６階あるいは７階以上に修正する必
要がある．陸上への氾濫が予測される地域では，
その周辺にも避難地域を拡大し，さらに予想され
た津波よりも実際の津波が高く，来襲時刻が早い
場合にも対応できるように，避難場所の高さと避
難に要する時間に十分な安全率を見込む必要もあ
る．
津波研究者の間では，今後の津波対策には，二
つの異なるレベルを設置することを提案している．
津波防護レベル：構造物で対応する津波のレベ
ル（海岸防護施設の設計で用いる津波高さのこと
で，再現確率は数十年から百数十年に１度程度の
津波を対象とし，沿岸部の資産を守ることを目標
とする．資産を守るための構造物であるため，費
用便益分析によってその費用の妥当性を検討する
ことができる．津波減災レベル：避難計画のた
めの津波のレベルで防護レベルをはるかに上回る
津波に対して，人命を守るために必要な最大限の
措置を行う．場所によってこれまでの想定よりも
かなり高い津波高となるため，新たに抜本的な避
難計画を策定することが必要となる．
これから作成していく避難計画は，各地域で構
造物による防護の水準を上回った場合に何が起き
るかのイメージを今回の津波の経験と科学的知見
をもとに練り上げていき，地域でできる最大限の
方策を考えるという手順で行うべきである．避難
計画の策定に当たっては避難場所の選定を地域の
特性に応じて適切に行う必要がある．具体的には
市町のおかれた地形条件を場所ごとに分析して
Ａ：背後に標高の高い後背地を有する丘，Ｂ：堅
固な７階建て以上の建物か，２０以上の地盤高の
丘，Ｃ：堅固な４階建て以上の建物 のように信
頼度のランク（Ａ，Ｂ，Ｃ）を付けてカテゴリー
を分けて指定し，住民は津波来襲の状況，時間的
な余裕に応じて避難場所を選ぶなどの方法を検討
する必要がある．
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